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研究に関するお知らせ 

― MRI検査を受けられた患者さんへ ― 

川崎医科大学附属病院および川崎医科大学総合医療センターでは、画像診断のさらなる発展のため、検査結

果の画像や所見を後日研究目的で使用する場合があります。このような研究は倫理委員会の審査を受け、承

認された後に関連の指針に従って実施されます。  

研究期間：倫理委員会承認日 ～ 2020年 10月 31日 

前立腺マルチパラメトリック MRIで検出できない前立腺癌の特徴に関する検討 

 

1. 研究対象： 

2012年 4月 1日～2017年 10月 31日の間に前立腺癌が疑われ、マルチパラメトリック MRIが施行された症

例で、その後、前立腺全摘術または前立腺生検が施行されて前立腺癌と診断された症例。 

2. 研究目的・方法 

本研究の目的は、マルチパラメトリック MRI で検出できない前立腺癌の特徴（臨床所見、病理組織所見および

画像データ）を検討することです。今回の我々の研究によって、治療が必要となる前立腺有意癌の検出能をさら

に向上させるための基となる成果が得られることを期待しています。 

対象となる方のカルテ情報から、性別や年齢などの患者背景、MRIの画像、病理所見、採血検査結果を利用さ

せていただき、検討します。 

3. 研究に用いる資料・情報の種類 

情報：MRI画像、カルテ番号、生年月日、性別、病理所見、病理献体番号、血液検査（血清 PSA値）など 

研究対象者のデータから特定の個人を識別することができることとなる記述等を削り、代わりに新しく符号又は

番号をつけて匿名化を行います。研究対象者とこの符号（番号）を結びつける対応表を作成し、外部に漏れな

いように厳重に保管します。 

4. お問い合わせ先 

本研究に関するご質問などありましたら下記の連絡先までお問合せください。ご希望があれば、他の研究対象

者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画所及び関連資料を閲覧することができ

ますのでお申し出ください。 

また、資料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただ

けない場合には研究対象としませんので、下記連絡先までお申し出ください。その場合でも患者さんに不利益

が生じることはありません。 

研究責任者： 玉田 勉    川崎医科大学附属病院放射線科（画像診断） 副部長（准教授） 

住所： 岡山県倉敷市松島 577  TEL 086-462-1111(代表) FAX 086-464-1123 

 

5. その他 

この研究を行うにあたり、対象となる方に新たな検査や費用が追加されることは一切ありません。通常の検査

により得られた検査結果を使用させていただきます。また、対象となる方に謝金はありません。 

この研究によって得られた知的財産の所有権は研究組織および研究者に属します。 

本教室はエーザイ（株）、第一三共（株）、コニカミノルタヘルスケア（株）、キッセイ薬品（株）、日本新薬（株）、フ

ァイザー（株）、アステラス製薬（株）、武田薬品工業（株）、小野薬品工業（株）、旭化成ファーマ（株）から寄付金

の受け入れおよびファイザー（株）、日本新薬（株）から個人収入の受け入れ、旭化成ファーマ（株）から治験に

よる受入金があります。また、この研究の利益相反は適切に管理されており、研究の公正な実施に影響が出な

いように配慮しています。 

本研究の成果は学会発表や論文にて公表する予定です。 


